
【共生社会フォーラムin長崎 参加申込書】
ご記入いただいた個人情報は、本事業以外の目的には使用いたしません。

法人名
（事業所名）
または学校名

連絡先

＊コース❶一般（基調講演等）の参加をご希望の方は、この欄は未記入でも結構です。

住所

電話番号 FAX

E-mail

〒

@

参加希望コース ※1 職名•肩書き／学部•学科•学年 参加者氏名 懇親会 ※2

□ ❶ 一般（基調講演等）
□ ❷ 研修（中堅／学生・新任）

□ ❶ 一般（基調講演等）
□ ❷ 研修（中堅／学生・新任）

□ ❶ 一般（基調講演等）
□ ❷ 研修（中堅／学生・新任）

□ ❶ 一般（基調講演等）
□ ❷ 研修（中堅／学生・新任）

推
薦
欄 ※

３

代表者（連絡窓口）

【第１分科会（中堅）の研修希望者がいる場合のみ】 研修希望者は、福祉職・教員・行政職としておおむね５年以上の現場経験を有し、
福祉施設・事業所・学校・自治体等の職場において職員を指導・助言する立場にあることを保証し、また以下の理由で研修への参加を推薦します。

《推薦理由》 

（推薦者）法人名等・役職・氏名

備考欄　※情報保障やバリアフリー対応について配慮が必要な場合はこちらにお書き添えください。

状況によりご希望どおりの対応ができない場合があります。その際はあらかじめご連絡いたしますので、ご了承ください。

※1 参加希望コース欄は、「一般／研修」いずれかにチェックを入れ、研修希望者は「中堅／学生・新任」いずれかに○をつけてください。
※2 初日（1/17）のすべてのプログラム終了後、懇親会を予定しています。参加費5,500円（当日徴収）が必要ですが、ふるってご参加ください。
      ご参加いただける方は懇親会欄に○印をつけてください。予定人数になり次第、締め切らせていただきます。
※3 研修（第１分科会）参加希望者は、所属の施設・事業所、社会福祉協議会、社会福祉法人経営者協議会、学校長・教育委員会、自治体等から
      推薦を得てください。

㊞

【厚生労働省主催】　令和元年度 共生社会等に関する基本理念等普及啓発事業

令和２年１月１７日（金）～１８日（土）
会場：シーハットおおむら ／ 参加無料【要申込】

参加定員 ： 4００名 　　　　　    

in
長崎

全ての国民が、障害をはじめとする生きづらさの有無によって分け隔てられることなく、人の尊厳
の輝きを認め合いながらともに生きる共生社会の実現が求められています。しかしながら、社会
の一部には、障害を有する方に対する否定的な意見や偏見が一定数存在することを踏まえ、共生
社会を実現させるためには、その基本理念について福祉分野をはじめ広く社会に普及させる必要
があります。誰もが等しく基本的人権を享有するかけがえのない個人として尊重されるものである
という理念等について学び、自らの実践につなげ、さらには所属や地域社会に向けて普及啓発し
ていく人材の養成研修を組み込んだフォーラムを実施します。

 実施 公益財団法人糸賀一雄記念財団、共生社会フォーラムin長崎開催委員会 （構成団体は以下）
  社会福祉法人南高愛隣会／社会福祉法人ゆうかり／社会福祉法人はる／NPO法人さんえす／九州ネットワークフォーラム

 申込・問合せ 公益財団法人 糸賀一雄記念財団
  〒525ｰ0072 滋賀県草津市笠山７丁目8ｰ138 滋賀県立長寿社会福祉センター内
  TEL  077ｰ567ｰ1707　FAX  077ｰ567ｰ1708　E-mai l  itoga@itogazaidan.jp

（ )一般：３５０名 [1/17のみ]
研修：５０名 [中堅40名、学生・新任者10名]

福祉の思想に学び、実践し、語る人に
《2020｜九州・沖縄ブロック》

基調講演 講師：　奥田知志氏　　　出演：　瑞宝太鼓

（公財）糸賀一雄記念財団　FAX： 077-567-1708　E-mail： itoga-oubo@itogazaidan.jp
〒525-0072 滋賀県草津市笠山７丁目8-138滋賀県立長寿社会福祉センター内　　TEL： 077-567-1707



共生社会フォーラムin長崎は大きく２つのプログラムに分かれています。プログラム

【コース●❶一般参加】
一般参加可能な基調講演やトークプログラム

太鼓による演奏やパフォーマンス、基調講演では共生
社会の実現に向けて先駆的に取り組みを推進する実
践者からお話をうかがいます。講演では、日本の障害
福祉の父と言われる「糸賀一雄」の思想と実践につい
てまとめたNHK番組のプロデューサーよりお話をうか
がいます。

＊１日目14：30までのプログラムにご参加いただきます

【コース●❷研修参加】
共生社会における語り部等養成研修

津久井やまゆり園事件を契機に、福祉に携わる人々の
資質や対話のあり方が問われています。研修では福祉
施設で職員を指導・助言する立場にあり共生社会の基
本理念を語り広める「福祉支援語り部」を養成する第
１分科会、福祉分野に関心を持つ学生や福祉職新任
者の方を対象とする第２分科会に分かれてのグループ
ワーク研修を行います。

＊2日間すべてのプログラムにご参加いただきます

出演者・講師プロフィール

会場アクセス

 瑞宝太鼓
障がい者長崎打楽団“瑞宝太鼓”は、社会
福祉法人南高愛隣会が掲げる「生きる誇
りへの、挑戦」の基本理念を自ら体現する
知的障がいがあるメンバーで構成された
プロの和太鼓集団です。
2001年の結成以来「希望し、努力し、感謝
して生きる」をテーマに国内外を問わず精
力的な演奏活動を行っています。また全
国の少年院・刑務所での演奏や学校公演、
高齢者施設での太鼓リハビリテーション
活動など社会貢献活動も行ない、人々に
“感動と生きる力”を与え続けています。

牧野 望 氏
日本放送協会（NHK）
チーフプロデューサー

1991年NHK入局。NHKスペシャ
ルをはじめ、主に歴史やヒューマ
ンドキュメンタリーなどの教養番
組を演出・制作。2006年よりプロ
デューサー。主な作品「人知れず
表現し続ける者たち」（ABU奨励
賞/イタリア賞特別表彰）、ドラマ
「京都人の密かな愉しみ」（ATP賞
グランプリ）ほか。このほかにド
キュメンタリー映画「千年の一滴」。

シーハットおおむら
ＪＲ「大村」駅より
徒歩約２０分、長崎県営バス約６分
長崎県大村市幸町25‐33
TEL 0957‐20‐7200

奥田 知志 氏 認定特定非営利活動法人 抱樸 理事長
1963年滋賀県生まれ。関西学院大学・大学院卒。東八幡キリスト教会牧師、NPO法人抱樸理事長、NPO法人
ホームレス支援全国ネットワーク理事長、社会福祉法人グリーンコープ副理事長、公益財団法人共生地域創造財
団代表理事、一般社団法人生活困窮者自立支援全国ネットワーク代表理事。2009年・2012年にNHKプロ
フェッショナル仕事の流儀に出演。著書多数。

参加申込方法・定員

申し込みは、コース●❶のみ参加の「一般参加」
とコース●❶・●❷両方に参加する「研修参加」の
２種で、いずれも事前の申込が必要です。裏
面申込書の必要事項を記入の上、FAXまたは
メールでお申し込みください。「一般参加」に
参加条件はありませんが、「研修参加」は右の
条件を満たす方が対象です。また、研修参加
者には事前に資料をお送りします。あらかじ
め資料を読んで研修に臨んでください。

＜第１分科会＞福祉支援語り部（中堅）
福祉職や教員および行政職としてとしておおむね５年以上の現場経験を
有し、職場で中堅職員、管理者等として職員を指導・助言する立場にある
人。研修を経て共生社会の基本理念を職場内で実践し、語り広めること
が期待できる人で、所属の施設・事業所、社会福祉協議会、社会福祉法人
経営者協議会、学校長・教育委員会、自治体等から推薦された人。
＜第２分科会＞学生・新任者
在籍する学部等を問わず、福祉に強く関心がある大学生等。または、福祉
施設・事業所等に就職しておおむね数年以内の新任者や内定者。

定員：コース●❶３５０名 ／ コース●❷５０名（第１分科会４０名／第２分科会１０名）
申込受付期間：令和元年１２月２日（月）～令和２年１月１０日（金） ※定員になり次第、締め切りとします。

▶▶ １日目　令和２年１月１７日（金）　※コース❶は、14:30まで

▶▶ ２日目　令和２年１月１８日（土）　※コース❷の受講者のみ対象

両日ともプログラムの内容は変更になる場合があります。

10：00 - 10：05

11：00 - 12：00

13：00 - 14：30

14：30 - 17：00
コース●●❷対象

15：30 - 16：00 全体共有・講評／まとめ・ふりかえり／閉会あいさつ 

開会あいさつ

10：05 - 11：00 表現活動 瑞宝太鼓

基調講演  「いのちに意味がある ～私たちは何を大切にしてきたのか～」 
認定特定非営利活動法人抱樸 理事長　奥田 知志 氏

グループワーク研修① （第１分科会「福祉支援語り部」グループ／第２分科会「学生・新任者」グループ）
いずれの分科会でも福祉の思想・普遍的価値の共有を目的として、基調講演や映像＆トークプログラム
を題材に、個人の内面に向き合うワークとグループディスカッションを行います。

9：30 - 12：00
コース●❷対象

グループワーク研修② （第１分科会「福祉支援語り部」グループ／第２分科会「学生・新任者」グループ）
第１分科会では、やまゆり園での事件を題材に、“生きる意味のない命がある”“障害者は社会に不幸をも
たらすだけ“という考えに同調する意見などに返す言葉をもつためのワークを行います。第２分科会では、
社会福祉法人西宮市社会福祉協議会の職員でNHK Eテレ「バリバラ」の出演などで知られる玉木幸則
氏とともに、“そもそも障害とはなんだろう？”をテーマに率直に語り合います。

13：00 - 15：30 
コース●❷対象

グループワーク研修③ （第１分科会「福祉支援語り部」グループ／第２分科会「学生・新任者」グループ）
第１分科会ではグループワーク研修①や②を踏まえて、それぞれが自らの職場に戻って語りの場を持つ
ことができるよう、メンターのサポートを受けながらアクションプランを作成します。第２分科会では、グ
ループワーク研修②の議論を引き継ぎながら、玉木幸則氏とともに、“学生一人ひとりが抱える生きづら
さ”を言葉にしながら、“福祉＝幸せの追求”や“そもそも人が生きること”について、向き合います。

講演  NHKスペシャル「ラストメッセージ この子らを世の光に（※脚注）」
日本放送協会（NHK）チーフプロデューサー　牧野 望 氏 （番組制作者）

コ
ー
ス
●❶・●❷
対
象

※ラストメッセージ この子らを世の光に

日本初の公的福祉施設「近江学園」設立に尽力した糸賀一雄と彼を支えた池田太郎や田村一二らについて紹介。障害のある子どもたちと
寝食を共にし、生き生きと暮らす糸賀や職員たちの姿を記録した当時のフィルムに映るのは、まさに「福祉」の原点と言える。
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